
北海道遺産に登録されている「天塩川」と「松浦武四郎による蝦夷地踏査の足跡」。
このふたつは深く結びついています。武四郎は道北を巡った際、天塩川をたどり、

その旅の記録を「天塩日誌」としてまとめました。今回のセミナーでは、日本を代表する大河・天塩川を
舞台に活躍した松浦武四郎の生涯にスポットを当てます。『彼はどのような人物だったのか』

『なぜ北海道や天塩川と深い関わりをもったのか』こうした疑問を皆さんと一緒に学び、知る機会といたします。
さらに、武四郎の蝦夷地踏査を語る上で欠かせないアイヌ文化についても紹介し、
歴史と文化の魅力を楽しみながら知っていただけるプログラムとなっています。

学生の方から一般市民まで、幅広くご参加いただけるセミナーです。
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天塩川×武四郎セミナー
第二弾！

場所 名寄市西5条南4丁目名寄グランドホテル藤花 2階 大宴会場

定員 10０名

後援 : 道北観光連盟・NPO法人北海道遺産協議会・北海道開発局 旭川開発建設部  
主催 : 天塩川シーニックバイウェイルート運営代表者会議　共催 : （一社）北海道開発技術センター・（一社）シーニックバイウェイ支援センター

天塩川シーニックバイウェイ 事務局 
（NPO法人なよろ観光まちづくり協会  担当：畑中） 電話：０１６５４-９-６７１１   ＦＡＸ:０１６５４-９-６７１２お問い合せ先

インターネットの申込フォーム
またはFAXにてお申し込みください。
申込フォーム

ＦＡＸで申込

https://forms.office.com/r/eT9KF1xNXa

０１６５４-９-６７１２本紙裏面の参加お申し込み用紙を
ご使用ください。

※定員になり次第、締め切りとさせて
いただきます。

年2025 月 日（木）10 23 18：0０
20：００

～

お申し込み
方法

北海道の名付け親・

松浦武四郎の生涯と
天塩川

北海道の名付け親・

松浦武四郎の生涯と
天塩川

北海道の名付け親・

松浦武四郎の生涯と
天塩川

シーニックバイウェイ北海道が『2024年度グッドデザイン賞』を受賞！

この事業はイオン北海道株式会社発行の
「ほっかいどう遺産WAON」寄付金からの
助成により実施するものです。

内 容

北海道の名付け親
松浦武四郎の生涯
松浦武四郎記念館 館長

講演

アイヌ伝統の歌踊りと
楽器演奏

ライブ＆
トーク

山本 命氏

レラ・マウカ



お名前
（フリガナ）11

22

33

44

所属・役職

連絡先
メール

都 道
府 県 市 町 村

＠

電話

お住まい

下記に必要事項を明記の上、送信してください。
参加お申し込み用紙 ＦＡＸ.▶０１６５４-９-６７１２ 

プログラム
◆17:30 開場

◆19:50 質疑応答 講演について参加者からご質問やご意見など

◆20:00 閉　会

◆18:20 トーク＆ライブ 『アイヌ伝統の歌踊りと楽器演奏』 レラ・マウカ

来賓挨拶 西山 泰幸 氏国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 次長

◆18:00 開会 主催者挨拶 栗原 智博天塩川シーニックバイウェイ 会長

開催地挨拶 山田 裕治 氏名寄市経済部長

◆18:10 概要紹介 畑中 覚是本事業について 天塩川シーニックバイウェイ 事務局長

◆18:50 講演 『北海道の名付け親　松浦武四郎の生涯』
山本 命 氏松浦武四郎記念館 館長

1976年、大阪府堺市生まれ。2001年から
三重県松阪市にある松浦武四郎記念館で
2代目の学芸員を務め、2022年から同館の
館長に就任。武四郎一筋24年の館長が、武四
郎の生涯とその魅力を、さまざまなエピソード
を交えながら、わかりやすくお話します。

山本 命氏
やま もと めい

レラ・マウカ
札幌市を拠点に、アイヌ文化の魅力を伝
える活動を展開。文化イベントへの出演
をはじめ、小学生や修学旅行生向けの体
験プログラム、さらには道内外の大学へ
の出張講座など、多岐にわたる活動を行っている。北海道や樺太に古
くから暮らしてきた先住民族・アイヌの伝統を、歌や踊り、楽器演奏に
トークを交えながら紹介し、先住民族が今も私たちの身近に暮らして
いることを広く発信している。

登壇者紹介登壇者紹介


